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導電性高分子フィルムの光物性・電気特性は，導電性高分子の凝集構造で変化する[1]。凝集構

造は H 凝集体と J凝集体に分類でき[2]，H 凝集体の構造は side-by-sideであり，J凝集体の構造は

head-to-tailである。構造の違いで，吸収・発光特性，

エネルギー準位，分子間・分子内のπ電子重なり等が

変化する[3]。しかし，導電性高分子フィルム中では

一般に H 凝集体と J凝集体が混合した状態であり，

片方の比率が高いフィルムとしては，H 凝集体又は

J 凝集体が 70%のフィルムが報告されている[4]。純

度 100%に近いフィルムが作製できれば，それを用い

た構造と物性の関係を研究できる。 

本講演では，純度 99%の H 凝集体 P3HT(poly-3-hexylthiophene)フィルムが作製されたので報告

する。作製法は，常温・大気中での簡便なドロップキャスト法であり，作製に用いる基板・溶媒・

乾燥過程が高純度 H 凝集体 P3HTフィルムを形成する重要因子であった。H 凝集体と J凝集体の

比率が最大で 900倍異なる複数のフィルムを作製し，それらフィルムの形成過程と膜構造を，接

触角，フォトルミネッセンススペクトル，微小角入射 X 線回折，ラマンスペクトル測定より調べ

た。その結果，高純度 H 凝集体 P3HTフィルムの形成は，ドロップキャストした液滴のフチが溶

媒蒸発中に長時間ピン止めされると起き，この時に形成する P3HT フィルム中では分子間のπ−π

スタッキング距離と分子内のπ共役長が共に短い構造を P3HTがとることが観測された。今回作製

された高純度 H 凝集体フィルムの物性として，従来の典型的ドロップキャストフィルムと比べ，

6倍大きなホール密度を示すことが光伝導測定の結果より明らかとなった。 
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Fig. Structures of H- and J-aggregates 
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